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１．⽬的
災害をもたらす集中的な降雪の検知を念頭に置いたプロダクトを⽬指している。

２．種別
気象レーダー観測をベースとした実況推定プロダクトである。予測ではない。

３．使⽤データ
国⼟交通省XRAINデータのレーダー合成降⽔量プロダクト、気象庁推計気象分布気温

４．開発主体
防災科学技術研究所、雪氷防災研究部⾨と⽔・⼟砂防災研究部⾨の協⼒による。

５．処理項⽬
５−１ 気温分布を⽤いて毎時降⽔量分布を固相(氷)と液相に分配
５−２ 固相降⽔量分布を積算
５−３ 積算値がしきい値を超えた領域をアラートありと判定

６．アラート判定基準 (2023/2024冬季に⽤いたしきい値はA:18mm,B:26.7mm,C:7.4mmです。)

３時間降⽔量C mm以上 → 短時間の強い雪
９時間降⽔量A mm以上または１８時間降⽔量B mm以上 → 集中豪雪
９時間降⽔量Amm以上または１８時間降⽔量B mm以上、かつ３時間降⽔量C mm以上 → 両⽅

７．既知の問題点
• アラートの出やすさにばらつきがある。レーダー配置が降雪に対しては必ずしも⼗分でないため、降
⽔強度推定の精度に課題があると考えられる。

• アラート判定基準が⼀律である。地域などによって可変とすべきと考えられる。
• 気温データにタイムラグがあり、⾬→雪判定が1−2時間遅れる可能性がある。



・時間変化の例(上図)
典型的な変化(実際は複雑)：
⻩が広がる → 紫に置き換わる

→ 朱⾊が残る

・地域によるアラートの出やすさ(右図)
出やすい 出にくい
たまたま降ってない
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・Webサイトアドレスと2次元バーコード
URL: https://yukibousai.bosai.go.jp/sk/nr/csalart_gosei.htm

・図の⾒かた(判定基準によります。まだ確定していません。)
ここ数時間で雪が強くなっている。
強い降雪が継続している。
降雪のピークは過ぎたが多量の積雪やその影響あり

３時間と１２時間の積算固相降⽔量
の図が下に続きます。左側です。(右
側は液相)


